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No. 32 (1987) 

HPLCによる免疲抑制剤の3次元分析

西松邦子，重水喜代美，高井信治大永田佳子，菅田節朗，松島美一

〔第2回エル・エス・ティ学会大会（1986年11月，東京）で発表〕

HPLCを免疫抑制剤の治療モニターに使用することを目的として研究した。カラムは MPD-

ODS，多波長検出器，溶離液としてアセトニトリルー水系を検討した。その結果シクロスポリンは

10分以内に分離分析することが可能であることを確かめた。

＊東京大学生産技術研究所

ガラス ODSカラムによる薬用ニンジン成分の高速液体クロマトゲラフィー

金沢秀子，永田佳子，松島美一，友田正司，高井信治＊

〔第2回エル・エス・ティ学会大会（1986年11月，東京）で発表〕

オクタデシル（octadecyl）基で修飾した多孔質ガラスを充填剤としたカラム〈ガラス ODSカ

ラム〉を用いた高速液体クロマトグラフィー（HPLC）による薬用ニンジンの主要成分であるサ

ポニン ginsenosideの分析方法を確定した。

ガラス ODSは既報の方法により作製した。この充填剤の組成（モル比〉はシリカ， 89：ホウ

素， 0.6：アルミニウム， 1.5。ガラス孔径， 550A，粒度分布， 8-10μm, ODS含量， 12%で

あった。ガラス ODSはステンレス製カラム〈サイズ， 4mmID×150mm）に充填し，室温で使

用した。 HPLCは東洋曹達製ポンプ CCPMを用い， UV検出器〈東洋曹達 UV-8000）により

203nm吸収で検出した。データ処理は目立 833A装置を用いて行った。

溶離液にアセニトリルー水を用いた。 ginsenoside類の保持時間は漉離液の組成の僅かな変化

で比較的大きく変動した。 ginsenosideRb11 Rb2, Re, Rd, Rf, Rg2は溶離液， アセトニトリ

ルー水（27.5 : 72. 5），流速1ml/minでよく分離されたクロマトグラムが得られた。 ginsenoside

Re, Rgi, Roは溶離液，アセトニトリルー水（16.5 : 83. 5），流速 1ml/minで、分離された。局方

ニンジン末抽出試料も同じ条件で全 ginsenosideが分離され，分析に要した時間は 12minで

あった。

試料の各ピークを分取し，単一ピークであることを確認した後， TLCで標準品と比較， 同

定した。

＊ 東京大学生産技術研究所
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